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氏 名 大島
おおしま

 由紀
ゆ き

 

生 年 昭和 40 年生 

住 所 栃木県鹿沼市 

品 目 

こんにゃく 
 鹿沼では江戸時代からこんにゃく作りの歴史があり、鹿沼こんにゃくと呼ばれた 
 在来種は、マンナン含量が多いため、ぷりぷりした食感で品質が非常に優れる 
 鹿沼市では「鹿沼の逸品」としてブランド化 

技 術 

伝統的な手法によるこんにゃくの製造と多様な料理メニューの提供 
 手作りこんにゃくを専門レストランで、様々な料理に加工・提供 
 こんにゃく芋は鹿沼市内で耕作放棄地を利用して減農薬・有機肥料で栽培された在来

種を使用 
 １年を通じてこんにゃく芋を生ずりし、凝固剤には伝統的な天然素材の灰汁を使用 

活 動 状 況 

 義母から学んだ手作りこんにゃくを平成 17 年頃から宇都宮の飲食店で提供 
 平成 27 年 10 月に鹿沼版地域おこし協力隊に就任（第１号）し、28 年２月には

専門レストラン「おこんにゃく茶屋」を開業 
 来客に、使用している鹿沼産の在来種こんにゃくの調理方法等について説明 
 こんにゃく芋の植付けや、こんにゃく作りの体験学習を実践 
 平成 30 年 5 月より鹿沼の在来種のこんにゃくを守るため、福祉施設と農業者との

連携を開始 
 平成 31 年 3 月、インターネット販売開始予定 
 自主的にこんにゃく作り教室や夏休みのイベントを開催 
 弟子入り可能 
 こんにゃくを使用した糖尿病食やカロリーを低くする調理法などの菓子や惣菜作

りの相談（シフォンケーキ、クッキー、アイス（果物とこんにゃくを使用）、ハン
バーグ、パスタ、ステーキ等 

相 談 に 

応じられる 

分野・内容 

 薬品を使用しないこんにゃくの作り方 

 灰汁の作り方 

 こんにゃく粉を利用したお菓子作り方 

 おからこんにゃくの作り方、おからこんにゃくを使用したパンやクッキー、さ

つま揚げなどのアレンジ料理 

 糖尿病予防の料理などアレンジ料理の紹介 

受 賞 歴 等 

 平成 29 年    粕尾さと山振興会（原料こんにゃく芋を生産）が栃木県 

元気な農業コンクールの「いきいき農村部門女性高齢者 

活動の部」で下野新聞社長賞を受賞 

 平成 29 年 12 月 「こんにゃくショコラ」鹿沼ブランド認定 

 令和元年  5 月 「苺こんにゃくスムージー」オンザ・とちぎ 特別賞 

主 な 役 職 
 平成 27 年 鹿沼版地域おこし協力隊（平成 27 年 10 月 1 日 鹿沼市長 

より委嘱） 

H P http://okonnyakutyaya.jp/（おこんにゃく茶屋） 



こんにゃく作り体験  

  


